
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

〇

〇

¾

（号 外）
独立行政法人国立印刷局

告

示

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
ナ
カ
キ
ン

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
木
川
東
四
丁
目
一
番

二
十
一
号

機
械
加
工
、
鋳

造

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヒ
カ
リ
工
業
株
式
会
社

東
京
都
新
宿
区
新
宿
四
丁
目
三
番
十
二
e

千

二
号

金
属
プ
レ
ス
加

工

川
口
電
子
株
式
会
社

東
京
都
足
立
区
入
谷
九
丁
目
三
番
十
四
号

金
属
プ
レ
ス
加

工

ひ
ま
わ
り
工
業
株
式
会
社

広
島
県
福
山
市
明
王
台
一
丁
目
五
番
十
二
号

塗
装

株
式
会
社
菅

佐
賀
県
伊
万
里
市
伊
万
里
町
乙
百
六
十
一
番

地

塗
装

第
二
号
の
表
の
シ
ル
バ
ー
メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社
の
項
中
「
シ
ル
バ
ー
メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社
」
を
「
株
式
会
社
シ

ル
ベ
ッ
ク
」
に
改
め
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
株
式
会
社
の
項
中
「
食
品
加
工
」
を
「
食
品
加
工
、
品
質
管
理
」
に
改
め
、

同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
ア
イ
カ

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
木
前
町
三
十
五
番
地

印
刷
、
製
本

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

日
立
粉
末
冶
金
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
稔
台
五
丁
目
二
番
地
一

機
械
加
工

ダ
イ
ハ
ツ
九
州
株
式
会
社

大
分
県
中
津
市
大
字
昭
和
新
田
一
番
地

塗
装
、
溶
接

目

次
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〇
政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府

短
期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
一
二
七
〜
一
二
九
、
一
三
二
〜
一

三
四
）

K

〔
告

示
〕

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を

監
理
す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準

を
定
め
る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
法
務
一
六
三
）

J

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
一
六
四
〜
一
七
〇
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
一
三
〇
）

M

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
一
三
一
）

〇
肥
料
を
登
録
し
た
件（
農
林
水
産
七
三
四
）

O

〇
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
件

（
同
七
三
五
）

P

〇
肥
料
の
名
称
又
は
生
産
業
者
若
し
く
は
輸

入
業
者
の
住
所
の
変
更
に
係
る
届
出
が

あ
っ
た
件
（
同
七
三
六
）

J
J

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

平
成
二
十
三
年
一
級
建
築
士
試
験
の
施
行
に

つ
い
て
（
国
土
交
通
省
）

J
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
L

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
関
係

Q
L

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
保
安
検

査
機
関
の
指
定
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

Q
P

〇
法
務
省
告
示
第
百
六
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
六
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

〇
法
務
省
告
示
第
百
六
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
六
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

〇
法
務
省
告
示
第
百
六
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
六
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

˜


		2011-04-05T15:07:23+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




